
アジアにおけるパワーシフト？ 

－新興国企業をめぐる企業間関係の新段階－ 

アジア経営学会第 25 回大会統一論題 

アジア経営学会第25回大会プログラム委員会 

委員長 夏目啓二（愛知東邦大学） 

副委員長 柳町 功（慶應義塾大学） 

委員 川端 望（東北大学） 

秋野晶二（立教大学） 

肥塚 浩（立命館大学） 

大会実行委員長 麻生 潤（同志社大学） 

 

アジアにおけるパワーシフト？－新興国企業をめぐる企業間関係の新段階－ 

 

アジア経営学会は、2018 年、学会創設 25 周年を迎える。この間、日米欧の先進国企業の競争上の

優位性が低下し、アジアの新興国企業が相対的に競争上優位に立つケースが目立つようになった。そ

こで、本大会は、先進国企業とアジアの新興国企業との企業間関係の新たな段階を明らかにする。と

いうのも、先進国企業とアジアの新興国企業における企業間関係は、企業内国際分業から企業間国際

分業へと変化しはじめ、さらに、アジアの新興国企業による日欧米先進国企業の買収が行われるなど

新しい企業間関係が生じているからである。この新しい企業間関係は、アジアにおけるオフショア・

アウトソーシングとクロスボーダーＭ＆Ａとして現れている。こうした日米欧の先進国企業とアジア

の新興国企業の新しい企業間関係は、第二次世界大戦後のかれらの企業統治、経営管理、組織構造、

社会関係に大きな影響を及ぼしている。この日米欧の先進国企業とアジア企業との新しい企業間関係

は、国際経営上の大きな歴史的変化として位置づけられるパラダイム転換だろうか。本大会は、学会

創設25周年を記念してこの課題を追究する。 
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